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講義内容 : 

これまで長い間、地震発生時には膨大なエネルギーが放出されるため、その一部が電磁

エネルギーに変換され、何らかの電磁気的な変化信号が観測されるのが当然だと考えられてきま

した。しかし、実際にはそのような観測結果は、国内・国外で１００年近く、全く得られておら

ず、大きな謎とされてきました。 
 

このような状況下で、我々は、２００８年岩手・宮城内陸地震が断層運動した際の地磁

気変化信号を、約５秒間ですが、直接観測することに初めて成功しました。観測された変化量は

ピコ・テスラ領域と極めて小さく、これまでの観測精度では観測できなかったことは十分納得で

きます。この観測成果は、地震断層運動にともなう磁気変化を学術的に観測した世界で初めての

ものであると同時に、地震現象に電磁気現象が存在することを初めて示したもので、地震電磁気

学分野の研究にとって非常に重要です。その意義は計り知れないものがありますが、特に、その

変化量がこれまで考えられていたものより、はるかに微小なものだということです。磁気変化の

発生原因としては、断層のピエゾ磁気効果や、マグマ・熱水などによる岩石磁化の消失等が考え

られますが、はっきりした結論を出すためには、これからの研究が重要となります。ただ、今回

の観測は多くの幸運な条件が重なって初めて得られたもので、観測例を増やすことは容易ではな

く、この地震磁気現象の詳細を明らかにすることを非常に難しいものとしています。 
 
 


